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学校で児童生徒等や教職員の新型コ ロナウイ ルスの感染が確認さ れた場合の 

対応ガイ ド ラ イ ン（ 令和５ 年５ 月改定版）  

 

 

学校で児童生徒等や教職員の新型コ ロナウイ ルスの感染が確認さ れた場合に、

地域の感染状況等を踏まえ、迅速に対応するため、平常時から 学校と 保健所が連

携をと り 、 初動体制について、 あら かじ め整理し ておく こ と が重要です。  

 本ガイ ド ラ イ ン は、 学校の臨時休業の判断等に当たっ ての考え方を 取り まと

めたも のと なり ますので、各学校や学校の設置者において、地域の感染状況等に

応じ た対応の参考と し てく ださ い。  

 なお、本ガイ ド ラ イ ンは、 各地域において、今回お示し するよう な基準がない

場合、 又は改めて学校の設置者と 保健所等と で学校で感染者が発生し た場合の

対応について協議する 場合などに役立てていただく こ と を 想定し ており 、 既に

各地域で同様の基準がある場合には、 それによっ ていただいて構いません。  

 

 

 １ ． 学校で感染者が確認さ れた場合の対応  

学校で児童生徒等や教職員の感染者が確認さ れた場合は、校長は、感染し た

児童生徒等について出席停止の措置を と るほか、感染者が教職員である場合は、

病気休暇等の取得や在宅勤務、職務専念義務の免除等により 出勤さ せないよう

にし てく ださ い。  

 

 

 ２ ． 出席停止の措置及び臨時休業の判断について  

学校において感染者が発生し た場合に、学校の全部又は一部の臨時休業を 行

う 必要性については、通常、学校医の助言等を 踏まえて学校の設置者が判断す

るこ と と なり ますが、学校の設置者は、学校内で感染が広がっ ている可能性が

高い場合に臨時休業を行う 範囲や条件を事前に検討し 、公表し ておく こ と が適

切です。  

 

＜臨時休業の範囲や条件の例＞ 

学校内で感染が広がっ ている可能性が考えら れる場合には、当該感染者を

出席停止等と すると と も に、 学校医等と 相談し 、 以下のと おり 臨時休業を検

討し てく ださ い。  
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【 学級閉鎖】  

○ 以下のいずれかの状況に該当し 、 かつ、 学級内で感染が広がっ てい

る可能性が高い場合、 学級閉鎖を実施する。  

①同一の学級において複数の児童生徒等の感染が判明し た場合 

②その他、 設置者で必要と 判断し た場合 

※ ただし 、 感染可能期間に学校に来ていない者の発症は除く 。  

 

○ 上記において、「 複数」 と し ている趣旨は、 人数に着目し たも のでは

なく 、 学級内における感染拡大を 防止する観点であるこ と から 、 例え

ば、 同一の学級において、 複数の児童生徒等の感染が確認さ れた場合

であっ ても 、 その児童生徒等の間で感染経路に関連がない場合やその

ほか学級内の他の児童生徒等に感染が広がっ ている おそれがない場

合については、 学級閉鎖を 行う 必要はない。  
 

○ 学級閉鎖の期間と し ては、 ５ 日程度（ 土日祝日を 含む。） を 目安

に、 感染の把握状況、 感染の拡大状況、 児童生徒等への影響等を 踏

まえて判断する。  

 

【 学年閉鎖】  

○ 複数の学級を閉鎖し 、 かつ、 学年内で感染が広がっ ている可能性が

高い場合、 学年閉鎖を実施する。  

 

【 学校全体の臨時休業】  

○ 複数の学年を閉鎖し 、 かつ、 学校内で感染が広がっ ている可能性が

高い場合、 学校全体の臨時休業を実施する。  

 

 


